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あらまし： 近年スマートフォンの発展は目覚ましく，爆発的な勢いで世界各地に普及している．ま

た，スマートフォンのアプリケーションの開発も頻繁に行われている．これらを背景にして，文学の

世界を十分に生かし，最先端技術を取り入れ，俳句創作を支援するアプリケーションの開発を目指し

た．今回の研究では，スマートフォンの機能を活用し俳句創作を支援するために AR（Augmented Reality）

を組み込んだ俳句アプリケーションのプロトタイピングを開発した． 
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1. はじめに 

近年，「スマートフォン」の普及には目を見張る

ものがある．我々は，「文学とメディアデザイン」の

融合という継続した命題の中で，最先端機器である

スマートフォンを用いて，俳句を題材にしたAndroid 

OS での開発環境の整備と俳句関連のアプリケーシ

ョン開発を前回の研究で試み(1)，それをベースにし

て今回は、より機能アップした俳句アプリケーショ

ンを開発した． 

 

2. 関連研究とアプリケーション開発の動向 

現在 Google は，Android SDK（開発ツールキット）

を無料配布しており，Java を用いた Android OS プラ

ットフォーム向けのアプリケーション開発に必要な

ツールと API を提供している．Android OS を基盤に

した研究は論文よりも実用的に利用できるアプリケ

ーションプログラムが多い．例えば俳句創作関連で

は，俳句作成支援アプリケーション 「細石」(2)や，

「フォト一句」(3)などがある． 

Android OS を用いた研究では，Android 端末相互

間における情報の交換に関して，「Android 端末を用

いたアプリケーション層での遠隔サービス呼び出し

機能」の実現に取り組んだ論文がある(4)．Android OS

に関する研究論文は，研究報告レベルは，いくつか

の分野でかなり急速に多くなってきている．しかし，

俳句活動を支援するためのアプリケーション開発な

らびに利用に関しては，まだ報告されていない． 

 

3. 俳句活動支援アプリケーションの開発 

俳句活動支援アプリケーションの開発を行うため

に必要な機能を明確にし，伝統的な手法と今回の手

法との相違に関して比較検討した．従来の手法であ

る情報機器を用いない伝統的な手法を用いて俳句を

詠む場合，必要になる道具を中心に文学部の教員へ

のインタービューにより表１にまとめた． 

表1 俳句を詠む場合の従来のツールの必需品 

 
 

 

 

 

 

 

 

これに対して，携帯情報端末を持参して俳句を詠

む場合，この伝統的な手法である，「情報を取得する」，

「現地へ移動する」，「詠むための位置と方向を決定

する」，および「俳句を詠み書き留める」の 4 つに分
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類して対応することを試みた．携帯情報端末を用い

た俳句活動をするフローを図 2 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 俳句アプリケーションの機能 

3 章の基本機能を基に，Java 言語を用いて俳句創

作支援アプリケーションの開発を行った．その結果，

図３に示すようにスマートフォン上で動作するネイ

ティブアプリケーションとして，語句検索機能，俳

句投稿機能，目的地検索機能，目的地詳細検索機能

の 4 つの機能を実現した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 俳句アプリケーションの実験 

今回開発したスマートフォンを活用した際の機能

の稼働状況と操作性を中心に実験を行い評価と課題

点を探し出した．本実験を実施するために，被実験

者 7 名（指導教員：1 名，ゼミ学部生 5 名，開発者

（本人：1 名））が出発地（本学：金沢学院大学）

から目的地（兼六園山崎山）に向かい，芭蕉の句牌

を起点として詠んだ方向を探索し実験を行った．そ

の後アンケートを取った．その結果を図４に示す．

図６から理解できるように，10 項目の平均点は 3.59

と高く，全体的に，このスマートフォンを活用した

俳句活動支援アプリケーションを評価しているとい

える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 終わりに 

今回，Android OS 上で動作するアプリケーション

の開発環境の構築とその配下で稼働する俳句創作支

援アプリケーションのいくつかの機能を開発し，実

験を行った．今後は、これらの機能や操作性の充実

を順次図っていきたい。 
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図 2 携帯情報端末を使用した手法のフロー 

図3 俳句活動支援アプリケーションの各機能の画面 

図4 実験のアンケート結果 
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